
消
滅
し
た
和
製
漢
語

│
造
語
法
の
分
析
│

高　

野　

繁　

男

消滅した和製漢語 ─造語法の分析─

一　

は
じ
め
に

近
世
の
蘭
学
、
近
代
の
洋
学
の
移
入
に
際
し
て
、
大
量
の
〈
和
製
漢
語
〉
と
呼
ば
れ
る
訳
語
が
生
産
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

の
和
製
漢
語
の
総
て
が
、
現
代
語
と
し
て
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
消
滅
し
た
語
の
方
が
多
い
の

で
あ
る
。

現
代
の
語
彙
研
究
は
、
こ
の
消
滅
し
た
語
を
顧
み
る
こ
と
な
く
、
現
代
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
語
〈
現
存
語
〉
の
み
を
議
論
の
対

象
に
し
て
き
た
。
語
の
履
歴
を
追
う
語
誌
研
究
で
は
、
こ
う
し
た
消
滅
語
に
は
関
心
が
向
か
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
訳
語
法

や
造
語
法
に
踏
み
込
む
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
こ
の
半
数
を
超
え
る
消
滅
語
は
、
現
存
語
と
同
様
に
貴
重
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
提
供

し
て
く
れ
る
。
な
ぜ
残
っ
た
の
か
、
な
ぜ
消
え
た
の
か
、
こ
の
視
点
か
ら
和
製
漢
語
の
現
在
ま
で
の
展
開
を
整
理
し
て
み
た
い
（
１
）。

5 消滅した和製漢語　─造語法の分析─
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㈠　

資
料

『
百
科
全
書
』

（
原
書
）　W

. R
. C

ham
berʼs “ Inform

ation for the people” V
2, 1868, London

（
訳
書
）　

文
部
省
編
纂
局
『
百
科
全
書
』
九
二
册
、
一
八
七
三
〜
一
八
八
四
（
明
治
六
〜
一
七
年
）、
九
二
册
の
う
ち
、
本
稿
で
は

〈
文 
系
〉
四
册
と
〈
理
系
〉
三
册
を
対
象
に
し
た
。

ａ　

文
系
資
料

「
経
済
論
」Political Econom

y

（
堀
越
愛
国
訳
、
一
八
七
四
／
明
治
七
年
）

「
論
理
学
」Logic

（
塚
本
周
造
訳
、
一
八
七
八
／
明
治
一
一
年
）

「
修
辞
及
華
文
」R

hetoric and B
elles-Lettres

（
菊
池
大
麓
訳
、
一
八
七
九
／
明
治
一
二
年
）

「
言
語
学
」Language

（
大
槻
文
彦
訳
、
一
八
八
四
／
明
治
一
七
年
）

ｂ　

理
系
資
料

「
化
学
」C

hem
istry

（
小
林
義
直
訳
、
一
八
七
五
／
明
治
八
年
）

「
天
文
学
」A

stronom
y

（
西
村
茂
樹
、
一
八
七
六
／
明
治
九
年
）

「
物
理
学
」N

atural Philosophy —
 M

atter and M
otion

（
小
島
鉄
三
郎
、
一
八
七
七
／
明
治
一
〇
年
）
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本
資
料
『
百
科
全
書
』
に
は
、
手
元
に
英
語
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
訳
文
が
あ
り
（
２
）、
容
易
に
原
語
と
訳
語
を
対
照
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
り
、
そ
の
訳
語
が
現
存
す
る
か
、
消
滅
し
た
か
の
そ
の
後
の
消
息
を
追
跡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

㈡　

和
製
漢
語

さ
て
、〈
漢
語
〉
と
は
、
本
来
、
中
国
語
話
者
が
漢
字
音
を
造
語
要
素
と
し
て
造
っ
た
中
国
語
の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
人
は
、
そ
れ

を
古
代
か
ら
漢
字
と
と
も
に
移
入
し
借
用
語
と
し
て
用
い
て
き
た
。
そ
の
語
彙
数
は
、
現
代
語
で
は
和
語
を
大
き
く
う
わ
ま
わ
る
。

た
だ
、
こ
の
中
に
は
漢
語
に
精
通
し
た
日
本
人
話
者
が
、
漢
字
音
を
造
語
要
素
に
造
っ
た
語
も
含
ま
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
近
世
の

蘭
学
、
近
代
の
洋
学
を
受
け
入
れ
る
際
に
、
西
洋
語
の
訳
語
と
し
て
大
量
に
生
産
し
た
。

こ
の
日
本
語
話
者
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
語
を
中
国
製
漢
語
と
区
別
し
て
〈
和
製
漢
語
〉
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
て
い
る
。
な
お
、
造

語
要
素
で
あ
る
漢
字
自
体
は
日
本
人
話
者
に
よ
っ
て
造
ら
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
（
３
）。
し
た
が
っ
て
、
二
字
以
上
の
複
合
語
が
和
製

漢
語
の
形
態
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
三
字
語
は
二
字
語
に
接
頭
辞
、
ま
た
は
接
尾
辞
が
付
い
て
で
き
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。
さ
ら
に
四
字
以
上
の
和
製
漢
語
も
二
字
漢
語
が
基
本
に
な
っ
た
複
合
語
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、〈
和
製
漢
語
〉

と
は
「
日
本
語
話
者
が
字
音
形
態
素
（
漢
字
音
を
形
態
素
と
す
る
こ
と
）
に
よ
っ
て
造
成
し
た
複
合
語
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

本
稿
は
、
こ
の
立
場
か
ら
、
上
記
の
資
料
に
用
い
ら
れ
て
い
る
和
製
漢
語
の
う
ち
二
字
漢
語
を
中
心
に
議
論
を
進
め
る
。
た
だ
し
、

適
宜
三
字
語
、
四
字
語
も
論
に
加
え
る
。

㈢　

資
料
の
語
構
成

資
料
の
二
字
漢
語
の
語
構
成
を
一
覧
に
す
る
。
和
製
漢
語
と
中
国
製
漢
語
（
借
用
漢
語
）
の
比
率
を
示
す
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、

7
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〈表 1〉『百科全書』 2字語の構成

事　　項
和　製　漢　語（日本製漢語） 借用漢語

（中国製漢語）
総　計

現　存　語 消　滅　語 小　　計

文

系

経済学　
論理学
修辞及華文
言語学

78 (11) 37.0% 
57 (15)    34.8
90 (17)    39.5
89 (17)    40.0

211 (91) 73.0%
107 (44)   65.2
138 (88)   59.5
134 (49)   60.0

289 (31.1%)
 164    (29.4)
 228    (30.2)
 223    (29.3)

639 (68.9%)
393    (70.6)
528    (69.8)
538    (70.7)

928
557
756
761

理

系

化学
天文学
物理学

158 (45)  46.6    
  62 (15)  39.2
  81 (25)  49.4

181 (81)   83.4
  96 (36)   60.8
  83 (37)   50.6 

 339    (55.8)
 158    (41.0)
 164    (40.7)

 268    (44.2)
 227    (59.0)
 239    (59.3)

607
385
403

合　　　計
615 (145) 

39.3%
950 (426) 

60.7%
1.565

(35.5%)
2,832

(64.3%)
4,407

(100%)

＊現存語の ( ) の数字は蘭学で造られた和製漢語。  
＊文系の消滅語 ( ) の数字は『日本国語大辞典』（２ 版）に登録されているが『分類
語彙表』（増補改訂版）に登録されていない語。理系の消滅語 ( )の数字は『日
本国語大辞典』（２ 版）には登録されているが『文部省・学術用語集』に登録され
ていない語。

和
製
漢
語
を
〈
現
存
語
〉
と
〈
消
滅
語
〉
に
分
け
て
示
し
た
。

前
述
の
よ
う
に
、
本
論
が
議
論
の
対
象
と
す
る
の
は
、
こ
の
う

ち
〈
消
滅
し
た
和
製
漢
語
〉
で
あ
る
。

〈
表
１
〉
が
示
す
よ
う
に
、
資
料
に
用
い
た
作
品
か
ら
得
た

二
字
漢
語
の
総
計
は
四
、四
〇
七
語
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
〈
和

製
漢
語
〉
が
一
、五
六
五
語
（
三
五・五
％
）
み
え
る
。
ほ
ん
ど

が
、
蘭
学
・
英
学
の
翻
訳
に
際
し
て
新
た
に
造
ら
れ
た
訳
語
で

あ
る
と
考
え
る
。
一
方
、す
で
に
使
わ
れ
て
い
た
語
（
既
存
語
、

中
国
語
か
ら
の
借
用
漢
語
）
は
二
、八
三
二
語
（
六
四・
三
％
）

あ
る
。

翻
訳
と
は
、
外
国
語
を
自
国
語
に
置
き
換
え
る
作
業
で
あ

る
。
お
お
く
は
、
先
ず
す
で
に
あ
る
語
で
置
き
換
え
る
で
あ
ろ

う
。
自
国
語
が
日
本
語
の
場
合
、
和
語
が
あ
り
、
中
国
語
か
ら

入
っ
た
漢
語
が
あ
り
、
西
洋
語
を
音
訳
し
た
洋
語
が
る
。
こ
れ

ら
の
語
の
中
か
ら
概
念
の
同
一
の
も
の
を
探
し
出
し
訳
語
と
し

て
採
用
す
る
。
し
か
し
、
的
確
な
語
が
な
い
場
合
は
、
す
で
に
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あ
る
語
の
意
味
を
拡
大
し
た
り
、
他
の
分
野
か
ら
転
用
し
た
り
、
さ
ら
に
は
他
の
言
語
か
ら
借
用
し
た
り
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
方
法
に
は
限
界
が
あ
り
、
と
く
に
明
治
初
期
の
よ
う
に
性
急
に
異
文
化
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
結
局
、

新
語
を
造
っ
て
置
き
換
え
る
の
が
有
効
で
あ
っ
た
。

た
だ
、
こ
の
新
語
造
り
も
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
と
も
か
く
も
、
こ
の
困
難
な
作
業
を
や
っ
て
の
け
た
の
が
明
治
期

で
あ
っ
た
。
ど
う
し
て
、
こ
う
し
た
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
漢
字
音
を
造
語
要
素
と
す
る

造
語
法
が
、
す
で
に
蘭
学
時
代
に
確
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
日
本
よ
り
先
に
開
国
し
た
中
国
西
学
の
成
果
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
力
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

こ
う
し
た
条
件
の
も
と
に
大
量
の
〈
和
製
漢
語
〉
が
生
産
さ
れ
た
。
こ
の
和
製
漢
語
の
造
語
法
は
、
ま
さ
に
こ
の
漢
字
音
を
造
語

要
素
と
す
る
訳
語
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
前
代
を
引
き
継
い
だ
理
系
に
お
い
て
は
、
蘭
学
の
和
製
漢
語
の
利
用
と
と
も

に
、
そ
の
訳
語
法
が
活
用
さ
れ
た
。〈
表
１
〉
か
ら
も
、
そ
の
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
た
と
え
ば
、
和
製
漢
語
の
〈
現
存
語
〉
に
は

「
化
学
」
四
五
語
、「
天
文
学
」
一
五 

語
、「
物
理
学
」
二
五
語
の
蘭
学
が
造
成
し
た
和
製
漢
語
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ら

三
分
野
の
現
存
語
に
占
め
る
二
八・二
％
（
三
〇
一
語
中
八
五
語
）
に
当
た
る
。

㈣　

消
滅
し
た
語

上
述
の
よ
う
に
、
江
戸
の
蘭
学
、
近
代
の
洋
学
に
お
い
て
大
量
の
和
製
漢
語
が
生
産
さ
れ
た
。
新
知
識
の
移
入
の
た
め
に
新
た
に

造
成
さ
れ
た
訳
語
で
あ
る
。
た
だ
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
和
製
漢
語
の
総
て
が
現
代
語
と
し
て
今
日
に
伝
え
ら
れ
使

用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。〈
表
２
〉
に
〈
消
滅
し
た
和
製
漢
語
〉
を
整
理
し
て
示
す
。
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〈表 2〉和製漢語の消滅した語

資　　　料
（ 発 行 年 ）

漢語
の数

A中国製漢語
( 借用漢語 )

B 和製漢語（日本製漢語）

現存語 ( a ) 消滅語 ( b ) 合計 ( c )

訳 鍵 (1810) 1,514 1,238 (81.8%) 185 (67.1%)   91 (33.0%) 276 (18.2%)

百 科
全 書

文系
(1874) 3,003 2,098 (70.0%) 315 (34.8%) 590 (65.2%) 905 (30.0%)

理系
(1874) 1,395   734 (52.6%) 301 (45.5%) 360 (54.5%) 661 (47.4%)

＊A + B (c) = 100 %／ (a) + (b) = 100 %

本
稿
で
用
い
た
〈
消
滅
語
〉
の
認
定
法
に
つ
い
て
述
べ
る
。
な
お
、
蘭
学
辞
書
『
訳
鍵
』

を
参
考
ま
で
に
添
え
た
。

『
日
本
国
語
大
辞
典
（
二
版
）』（
以
下
「
認
定
一
」）
に
当
た
る
。
次
に
〈
文
系
の
語
彙
〉
は
『
分
類
語

彙
表
（
増
補
改
訂
版
）』（「
認
定
二
」）
に
当
た
り
、〈
理
系
の
語
彙
〉
は
『
文
化
庁
・
学
術
用
語
集
』（「
認

定
三
」）
当
た
り
認
定
し
た
。（〈
表
１
〉
の
注
に
同
じ
）

中
国
製
漢
語
は
、
近
代
の
中
国
西
学
の
訳
語
が
少
量
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
多
く
は
、
蘭
学

に
せ
よ
、
英
学
に
せ
よ
、
す
で
に
あ
っ
た
語
（
既
存
語
）
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
和
製
漢
語
は
、
翻
訳
の
際
に
日
本
語
に
対
応
す
る
語
が
な
く
、
日
本
語
話
者
が
新
た

に
造
語
し
て
当
て
た
訳
語
で
あ
る
。

両
者
の
違
い
は
、
中
国
製
漢
語
の
大
部
分
が
現
在
も
消
滅
す
る
こ
と
な
く
使
用
さ
れ
て
い

る
が
、
和
製
漢
語
の
半
数
近
く
は
、
現
代
語
で
は
消
滅
し
て
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
消
滅
し
た
語
を
追
っ
て
み
た
い
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
和
製
漢
語
と

中
国
製
漢
語
の
違
い
が
明
白
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ

ば
、
日
中
の
漢
語
は
、
と
も
に
漢
字
音
を
造
語
要
素
（
語
基
）
と
し
て
用
い
る
が
、
そ
の
用

い
方
に
違
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
和
製
漢
語
の
現
存
語
と
消
滅
語
の
相
違
と
も
重
ね
合



11 消滅した和製漢語　─造語法の分析─

わ
せ
て
検
討
し
て
み
た
い
。　

近
世
の
蘭
学
『
訳
鍵
』
は
辞
書
で
あ
る
。
辞
書
は
、
収
録
の
段
階
で
あ
る
種
の
選
択
が
行
わ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。
一
方
、

近
代
の
英
学
資
料
『
百
科
全
書
』
は
直
接
の
訳
文
で
あ
り
、
翻
訳
の
ま
ま
の
ナ
マ
の
資
料
で
あ
る
。『
訳
鍵
』
の
消
滅
率
は

三
三・〇
％
、『
百
科
全
書
』
で
は
〈
文
系
〉
六
五・二
％
、〈
理
系
〉
五
四・五
％
で
あ
る
。 

こ
の
数
値
の
差
は
、
辞
書
と
直
接
の
訳
文
の
違
い
と
と
も
に
、
理
系
の
語
は
前
代
の
蘭
学
の
用
語
、
訳
語
法
を
踏
襲
し
た
こ
と
、

そ
の
延
長
線
に
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、〈
文
系
〉
の
分
野
は
、
新
た
な
挑
戦
で
あ
っ
た
こ
と
が
作
用
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
情
況
を
確
認
す
る
こ
と
も
あ
り
、『
百
科
全
書
』
の
和
製
漢
語
の
消
滅
語
を
〈
文
系
〉
と
〈
理
系
〉
に

分
け
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。

二　

文
系
の
語
彙

㈠　
「
認
定
一
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
二
版
）
に
あ
る
が
『
分
類
語
彙
表
・
増
補
改
訂
版
』
に
な
い
語
）   

慰
楽　

快
美　

価
廉　

気
燈　

丘
岡　

金
類　

検
奢　

工
銀　

礦
穴　

弘
張　

財
本　

省
約　

常
慣　

常
久　

須
用　

造
出　

大
効　

約
券　

要
品　

洋
布
（
以
上
「
経
済
学
」
二
六
語
中
）
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運
環　

確
説　

確
知　

感
衝　

記
標　

心
経　

説
述　

説
正　

説
不　

重
学　

内
感　

勉
労
（
以
上
「
論
理
学
」
一
九
語
中
）

彙
別　

円
活　

活
画　

華
文　

感
移　

言
述　

枯
痩　

挫
砕　

至
簡　

詳
明　

深
涵　

心
経　

切
情　

注
念　

通
解　

伝
話　

発
顕　

汎
廣　

熱
奮　

文
気　

文
詞　

文
想　

補
賛　

明
認
（
以
上
「
修
辞
及
華
文
」 四
七
語
中
）

究
覈　

挟
縮　

緊
圧　

償
補　

硬
固　

初
生　

正
写　

節
略　

測
知　

天
稟　

暢
発　

伝
逓　

導
子　

呶
　々

泛
称　

模
像　

話
学
（
以
上
「
言
語
学
」
二
一
語
中
） 

＊
価
廉 C

ost less
↓ 
廉
価

明
治
初
期
に
は
「
価
廉
」
と
「
廉
価
」
が
競
合
す
る
形
で
存
在
し
た
が
、
明
治
三
十
年
代
に
な
る
と
、
新
た
に
登
場
し
た
「
価

廉
」
が
姿
を
消
す
。
両
語
と
も
和
製
漢
語
で
あ
る
が
「
廉
価
」
は
江
戸
語
に
み
え
る
。
こ
の
よ
う
に
語
基
の
倒
置
で
対
立
す
る
二

語
が
競
合
す
る
例
は
他
に
も
多
く
み
ら
れ
る
が
、
古
く
か
ら
あ
っ
た
語
が
新
語
を
駆
逐
す
る
傾
向
に
あ
る
。

＊
工
銀 W

ages

↓ 

賃
金

「
工
銀
」
は
、
現
代
語
で
は
「
賃
金
」
に
な
る
。「
工
銀
」
の
早
い
例
で
、
明
治
一
〇
代
年
に
も
み
え
る
。
現
代
語
に
な
っ
た
「
賃

金
」
は
、
江
戸
語
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
古
く
か
ら
あ
っ
た
語
（
既
存
語
）
が
残
っ
た
こ
と
に
な
る
。

＊
財
本 (Fixed) capital

↓ 

資
本 (Floating) capital

「
財
本
」
は
、
現
代
語
で
は
「
資
本
」
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
他
「
財
本
」
に
は
「
定
財
本
」(Fixed capital)

↓ 

固
定
資
本
、

「
浮
財
本
」(Floating capital)

↓ 

流
動
資
本
が
み
え
る
。

＊
須
用 Supply

↓ 

供
給
す
る
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<Supply>

の
現
代
語
訳
は
「
必
要
物
を
供
給
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。「〈
須
〉
す
べ
か
ら
く
」「〈
用
〉
い
る
」
の
漢
文
訓
読
の
語

形
か
ら
生
ま
れ
た
和
製
漢
語
で
あ
ろ
う
。 

＊
確
説A

ffirm
ation

↓ 

肯
定
／
確
知 C

onviction

↓ 

確
信

「
確
説
」
は
、
明
治
初
期
に
は
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
西
周
が
『
致
知
啓
蒙
』（
一
八
七
四
）
で <affirm

ation> 

を
「
肯
定
」

と
訳
し
た
。「
肯
定
」
は
、
そ
の
後
『
哲
学
字
彙
』（
一
八
〇
八
一
）
に
登
録
さ
れ
定
着
し
た
。「
確
説
」
も
近
代
の
和
製
漢
語
で
あ

る
が
「
肯
定
」
が
残
っ
た
こ
と
に
な
る
。 

＊
説
正 A

ffirm
ative

↓ 
肯
定
／
説
不 N

egative

↓ 

否
定

「
説
正
」「
説
不
」
は
、
直
訳
す
る
と
〈
正
し
い
意
見
・
認
め
ら
れ
る
意
見
〉、〈
正
し
く
な
い
意
見
・
認
め
ら
れ
な
い
意
見
〉
と

で
も
な
ろ
う
か
。
現
代
語
で
は
〈
肯
定
〉〈
否
定
〉
と
な
っ
て
い
る
。「
説
正
」「
説
不
」
／
〈
肯
定
〉〈
否
定
〉
で
は
、
前
者
が
認
定

の
語
基
「
正
」「
不
」
が
後
部
に
置
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
認
定
の
語
基
が
前
部
に
置
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

後
者
の
方
が
日
本
語
の
構
造
に
準
じ
て
い
る
。

＊
円
活A

nim
ation

↓ 

活
発 

現
代
語
で
は
〈
活
発
〉〈
熱
意
〉
な
ど
と
訳
さ
れ
語
調
の
強
い
語
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
最
近
で
は
〈
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
〉〈
劇

画
〉
で
知
ら
れ
る
。

＊
華
文 B

elles-Lettres,  or Polite Literature 

↓ 

美
文 

「
華
文
」
は
、
本
資
料
「
修
辞
及
華
文
」
の
訳
者
、
菊
池
大
麓
が
、
こ
の
資
料
の
訳
の
た
め
に
造
っ
た
語
で
あ
る
。
な
お
、
坪
内

逍
遙
が
『
小
説
神
髄
』（
一
八
八
五―

八
六
）
の
「
文
体
論
」
で
「
華
文
」
を
用
い
て
い
る
が
、　

本
例
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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こ
の
よ
う
な
個
人
の
用
語
や
狭
い
範
囲
で
し
か
用
い
ら
れ
な
に
語
は
残
り
に
く
い
。

＊
換
語 M

etonym
y 

↓ 

換
喩

「
換
語
」
の
早
い
用
例
で
あ
る
。「
換
喩
」
の
こ
と
。
他
の
修
辞
法
の
名
称
も
「
比
喩
」
に
合
わ
せ
て
「
暗
喩
」「
明
喩
」「
隠
喩
」

「
直
喩
」
な
ど
と
な
っ
た
。「
換
語
」
は
訳
し
替
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
う
し
た
体
系
を
も
つ
語
は
、
基
本
に
な
る
語
（
こ

こ
で
は
「
比
喩
」）
に
、
他
の
語
も
統
一
さ
れ
る
。

＊
切
情 A

ffections 
↓ 

愛
情

「
人
間
至
大
の
感
情
中
に
（
中
略
）
悲
哀
、
仁
恤
、
恋
愛
、
切
情
等
ハ
…
…
」

Pity, tenderness, com
passion. and the w

arm
 affections, …

…

「
切
情
」
の
早
い
用
例
で
あ
る
。
こ
の
頃
、
訳
語
と
し
て
造
ら
れ
た
和
製
漢
語
で
あ
る
が
、
現
代
語
で
は
「
愛
情
」
に
取
っ
て
替

わ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
引
用
文
例
に
見
え
る <tenderness>

（
仁
恤
↓
親
切
さ
）、<com

passion>

（
恋
愛
↓ 

同
情
）
に
そ
れ
ぞ

れ
訳
し
替
え
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
現
代
語
は
、
以
前
か
ら
あ
っ
た
既
存
語
で
あ
る
。 

＊
伝
話 N

arrations

↓ 

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
／
物
語
る
こ
と  

「
散
文
ノ
伝
話
、
細
説
、
批
評
等
事
…
…
」（
菊
池
大
麓
訳
）

together narrations expositions, and criticism
s,…

…

「
伝
話
」
は
〈
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
〉
に
「
細
説
」
は
〈
解
説
〉
に
訳
し
替
え
ら
れ
て
い
る
。「
伝
話
」
は
、 〈
動
詞
＋
名
詞
〉
で
日
本

語
の
構
成
で
は
な
い
。
当
時
の
洋
学
者
は
中
国
語
に
長
け
て
い
て
、
こ
う
し
た
中
国
語
の
構
成
に
よ
る
造
語
が
み
ら
れ
る
が
定
着

し
に
く
い
よ
う
で
あ
る
。
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＊
償
補 C

om
pensation 

↓ 

補
償

「
償
補
」
の
初
出
か
。
現
代
語
の
「
補
償
」
は
中
国
製
の
漢
語
で
あ
る
。「
償
補
」
と
は
文
字
の
倒
置
の
違
い
。
こ
の
既
存
語
を

倒
置
す
る
用
例
は
多
く
み
ら
れ
る
。確
認
で
き
な
い
が
、文
字
の
倒
置
に
よ
っ
て
新
語
化
す
る
意
識
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

＊
暢
発 D

evelopm
ent 

↓ 

発
達

「
発
達
・
発
展
し
た
」
に
訳
し
替
え
ら
れ
て
い
る
。
明
治
初
頭
の
洋
学
者
の
文
章
や
翻
訳
文
に
出
て
く
る
が
、
二
十
年
代
に
な
る

と
用
例
が
み
つ
か
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

＊
話
学 Linguistic 

↓ 
言
語
学

こ
と
ば
を
「
話
」（
は
な
し
）
と
認
識
し
て
い
る
う
ち
は
「
学
」
を
付
け
て
も
「
西
洋
言
語
学
」
の
理
解
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
「
話
学
」
を
含
む
文
は
次
の
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

「
未
ダ
一
定
普
通
ノ
モ
ノ
無
ク
之
ヲ
称
シ
テ
或
ハ
比
較
文
法
学
或
ハ
比
較
語
学
或
ハ
話
学
或
ハ
言
語
ノ
学
問
ト
謂
フ
」

It is variously spoken of as C
om

partive G
ram

m
ar, C

om
parative philology, Linguistic, the Science of language.

以
上
は
、
文
系
の
資
料
に
み
ら
れ
る
和
製
漢
語
の
う
ち
現
代
語
と
し
て
は
消
滅
し
た
が
『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
二
版
）
に
登
録
さ

れ
て
い
る
語
で
あ
る
。
近
代
語
の
黎
明
期
に
誕
生
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
の
も
と
で
他
の
語
に
訳
し
替
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
〈
そ
れ
ぞ
れ
の
条
件
〉
を
指
摘
し
た
が
、
終
章
で
日
本
語
の
訳
語
法
と
し
て
ま
と
め
て
み
た
い
。

さ
て
、
次
に
「
認
定
二
」
と
し
て
、
い
ず
れ
の
辞
書
に
も
登
録
さ
れ
る
こ
と
な
く
本
資
料
に
一
回
き
り
、
ま
た
は
き
わ
め
て
短
命

の
ま
ま
消
滅
し
て
い
っ
た
語
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
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㈡　
「
認
定
二
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
二
版
）
に
も
『
分
類
語
彙
表
・
増
補
改
訂
版
』
に
も
な
い
語
）

価
減　

関
領　

街
卒　

給
受　

虚
費　

鋸
分　

遽
与　

欠
要　

顕
掲　

現
用　

工
価　

墾
耕　

滾
落　

做
法　

資
受　

奢
飾　

售
売　

心
徳　

貸
金　

泰
気　

泰
空　

貯
有　

通
貨　

報
還　

歉
歉　

法
習　

約
定　
（
以
上
「
経
済
学
」
九
二
語
中
） 

科
題　

起
文　

虚
謬　

倚
頼　

衆
理　

従
語　

誕
人　

断
理　

統
言　

汎
定　

媒
語　

理
変　
（
以
上
「
論
理
学
」
四
四
語
中
）

有
天　

運
思　

奥
理　

憶
思　

攪
心　

較
大　

簡
老　

帰
正　

窮
阨　

脇
迫　

行
文　

興
感　

興
衆　

詞
家　

収
攪　

奨
言　

象
似　

象
喩　

飾
語　

直
詞　

対
言　

通
意　

念
神　

霹
靂　

変
情　

隆
愛　

和
否　
（
以
上
「
修
辞
及
華
文
〉」
一
六
一
語
中
）

引
説　

鋭
音　

竅
孔　

言
出　

口
路　

詞
格　

抵
対　

表
像　

密
音　

黙
定　
（
以
上
「
言
語
学
」
五
二
語
中
）

＊
価
減 C

heaper 

↓ 

安
価

現
代
語
に
は
「
価
減
」
の
文
字
を
転
倒
さ
せ
た
「
減
価
」 <price reduction> 

が
あ
る
が
、
こ
の
方
は
「
割
引
の
」
と
か
「
価
値

が
さ
が
る
」
の
意
味
で
同
義
語
で
は
な
い
。

＊
工
価 W

ages 

↓ 

賃
金

さ
き
に
「
工
銀
」〈w

age

↓ 

賃
金
〉
を
み
た
が
、
こ
の
「
工
価
」
も <w

age> 

の
訳
語
で
あ
る
。 

こ
こ
で
の
〈
工
〉
は
〈
仕
事
〉

〈
働
き
〉
の
意
味
で
あ
る
。
現
代
中
国
語
に
は
〈
工
作
〉
が
あ
り
〈
労
働
〉
の
意
味
で
使
わ
れ
る
。
日
本
の
現
代
語
で
の
〈
工
〉
の

用
法
は
、
接
尾
辞
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
多
く
〈
仕
上
げ―

工
〉〈
熟
練―

工
〉〈
印
刷―

工
〉
な
ど
に
み
ら
れ
る
。
今
は
、
ほ
と

ん
ど
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
〈
工
員
〉〈
職
工
〉
の
名
残
で
あ
る
。
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＊
貨
銭 B

orrow
 m

oney 

↓ 

借
金
／
貸
金 Loan 

↓ 

貸
付
金

〈
貨
〉
は
〈
お
金
〉
の
意
。「
貨
銭
」
で
は
〈
金
銭
〉
に
し
か
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
英
語 <borrow

> 

は
〈
担
保
に
入
れ
る
〉
こ

と
を
意
味
す
る
か
ら
「
借
金
」
と
訳
し
替
え
る
方
が
理
に
か
な
っ
い
る
。「
貸
金
」
に
つ
い
て
も
「
貸
付
金
」
の
方
が
丁
寧
で
あ
る
。

今
日
で
は
〈
ロ
ー
ン
〉
が
一
般
的
に
な
っ
た
。
米
語
の
移
入
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

＊
起
文 M

inor 
↓ 
小
前
提 

／ 

従
語 M

ajor term
 

↓ 

大
前
提 (prem

ise) 

／
媒
語 M

iddle term

「
決
理
法
ニ
於
テ
主
語
ヲ
〈
マ
イ
ノ
ル
タ
ル
ム
〉
従
語
ヲ
〈
メ
ー
ジ
ョ
ル
タ
ル
ム
〉
ト
名
ヅ
ク
故
ニ
又
主
語
ト
媒
語
ト
ヲ
記
ス
ル

起
文
ヲ
〈
マ
イ
ノ
ル
〉
起
文
ト
称
シ
従
語
ト
媒
語
ト
ヲ
記
ス
ル
起
文
ヲ
〈
メ
ー
ジ
ョ
ル
〉
起
文
ト
称
ス
」

The prem
ise w

hich contains the m
iddle term

 and the m
ajor term

 is called the m
ajor prem

ise, and often for shortness, the 

m
ajor; that w

hich contains the m
iddle term

 and the m
inor term

 is the m
inor prem

ise, or the m
inor. 

引
用
文
の
冒
頭
に
見
え
る
「
決
理
法
」
は <Syllogism

> 

の
訳
で
、
今
日
で
い
う
〈
三
段
論
法
〉
の
こ
と
で
あ
る
。〈
三
段
論
法
〉

は
、
大
前
提 <M

ajor prem
ise>

、
小
前
提 <M

inor prem
ise>

、
結
論 <C

onclusion> 

と
な
る
。
引
用
の
文
で
は <M

ajor term
> 

大
前
提
、<M

iddle term
> 

小
前
提
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
訳
語
も
、
理
解
が
進
む
に
し
た
が
っ
て
改
め
ら
れ
た
。

＊
憶
想 Idea 

↓ 

着
想

＊
簡
老 Light 

↓ 

輝
き

＊
詞
家 Literature 

↓ 

文
学

＊
奨
言 A

ddress 

↓  

挨
拶
の
こ
と
ば
、
演
説

＊
興
衆 C

itizens

↓ 

市
民
、
国
民
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〈表 3〉理系の消滅語

消　滅　語 現　存　語
合　計

［認定１］ ［認定２］ 『百科全書』 蘭書の語

化　学
文　学
物理学

100
60
46

81
36
37

113
47
56

45
15
25

339
158
164

合　計
206 (57.2)% 154 (42.8)% 216 (71.8)% 85 (28.2)%

661 (100%)
360 (54.5%) 301 (45.5%)

［注］ １　現存語・消滅語の認定は『日本国語大辞典』（2 版）による。
 ２　［認定 1］は『文部省・学術用語集』ある語。［認定 2］は『文部省・学術   

用語集』にない語。 
 ３　［認定 1］［認定 2］の合計が 100 ％になる。

＊
鋭
音 Sharp 

↓ 

嬰
音
・
シ
ャ
ー
プ

＊
鈍
音 Flat 

↓ 

変
音
・
フ
ラ
ッ
ト 

＊
言
出 Expression 

↓ 

表
現

＊
黙
定 Tacit 

↓ 

暗
黙 

主
な
も
の
に
つ
い
て
現
代
の
訳
を
付
し
た
。
資
料
の
『
百
科
全
書
』
の
訳
者

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
翻
訳
の
た
め
に
造
語
し
た
語
が
大
部
分
を
占
め
る
。

辞
典
に
も
登
録
さ
れ
る
こ
と
な
く
消
滅
し
た
語
で
あ
る
。
や
す
や
す
と
簡
単
に

造
っ
た
語
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
訳
し
替
え
は
、
そ
れ
だ
け
の
理
由
が
あ
っ
て
の

こ
と
で
あ
る
。
解
釈
の
発
展
の
履
歴
が
読
み
取
れ
よ
う
。

三　

理
系
の
語
彙

次
に
理
系
の
語
彙
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
先
に

示
し
た
『
百
科
全
書
』
の
う
ち
の
三
点
、
す
な
わ
ち
「
化
学
」「
天
文
学
」「
物

理
学
」
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
「
文
系
」
の
語
彙
に
準
じ
、
二
字
の
和
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製
漢
語
の
消
滅
語
を
取
り
上
げ
る
。
な
お
、
消
滅
語
の
認
定
に
は
『
文
部
省
・
学
術
用
語
集
』
を
用
い
た
。

〈
表
１
〉〈
表
２
〉
と
共
に
上
記
の
〈
表
３
〉
に
示
し
た
「
消
滅
語
」
の
率
を
確
認
し
よ
う
。
理
系
の
語
彙
は
、
文
系
の
語
彙
と
違
っ

て
、
江
戸
期
の
蘭
学
の
和
製
漢
語
を
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
蘭
学
か
ら
受
け
継
い
だ
語
は
一
〇
〇
％
現
存
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。 

項
目
ご
と
に
、
術
語
を
中
心
に
み
て
い
こ
う
。

㈠　

術
語
以
外
の
語

⒜
「
認
定
一
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
二
版
）
に
あ
る
が
『
分
類
語
彙
表
・
増
補
改
訂
版
』
に
な
い
語
）

劇
寒　

混
生　

説
示
（
化
学
）

劇
熱　

現
体　

光
暈　

制
抑　

定
立
（
天
文
学
）

原
由　

体
量　

填
充
（
物
理
学
）

⒝
「
認
定
二
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
二
版
）
に
も
『
分
類
語
彙
表
・
増
補
改
訂
版
』
に
も
な
い
語
）

稀
渙　

恭
菜　

工
造　

消
解　

漸
徐　

詳
認　

然
備　

鎚
展　

搗
粋　

離
在
（
化
学
）

引
重　

活
圏　

軽
虚　

擾
動　

論
挙
（
天
文
学
）

振
行　

老
柏
（
物
理
学
）
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⒜　

＊ 

劇
寒 Intense cold 

↓ 

激
熱

現
代
語
で
は
〈
劇
〉
は
〈
激
〉
に
な
る
。
文
字
の
変
更
。

＊ 

定
立 R

est 

↓ 

静
止

「
定
立
」
は
、
現
代
語
で
は
哲
学
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
が
、
一
般
に
は
〈
静
止
〉
が
使
わ
れ
る
。

⒝　

＊
漸
徐 Slow

ly 

↓ 

ゆ
っ
く
り

現
在
は
「
ゆ
っ
く
り
」
と
和
語
で
訳
さ
れ
る
。

＊
鎚
展 R

ecovering 
↓ 

回
復
ス

〈
鎚
〉
は
〈
か
な
づ
ち
〉〈
き
た
え
る
〉
の
意
。「
鎚
展
」
で
は
理
解
が
難
解
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
英
語
の <recover> 

の
現

代
訳
は
〈
回
復
ス
・
再
生
ス
・
本
に
戻
る
〉
な
ど
が
当
て
ら
れ
る
。
最
近
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど　

で
〈
リ
カ
バ
リ
ー
〉（
体

勢
を
整
え
る
）
と
音
訳
で
用
い
る
こ
と
も
あ
る
。

＊ 

論
挙 Enter 

↓ 

立
ち
入
る

「
此
書
ニ
於
テ
ハ
之
ヲ
論
挙
セ
ズ
」

into w
hich w

e cannot enter.

<enter> 

の
原
義
は
〈
入
る
〉
で
あ
ろ
う
。
挙
例
の
文
は
〈
こ
の
書
で
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
立
ち
入
ら
な
い
〉
と
述

べ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

⒜
「
認
定
一
」
の
語
と
、
⒝
「
認
定
二
」
の
語
と
の
間
の
相
違
を
明
確
に
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
両
者
に
共
通
な
の
は
、
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文
字
を
含
む
難
解
な
語
は
訳
し
替
え
ら
れ
る
傾
向
が
み
え
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
文
字
の
時
代
的
な
対
応
、
た
と
え
ば
〈
劇
〉
か

ら
〈
激
〉
の
よ
う
な
変
更
も
み
え
る
。
さ
ら
に
は
、
原
語
と
の
関
わ
り
に
よ
る
訳
し
替
え
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

㈡　
『
文
部
省
・
学
術
用
語
集
』
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
語

⒜
「
認
定
一
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
二
版
）
に
あ
る
が
『
文
部
省
・
学
術
用
語
集
』
に
な
い
語
）

鉛
糖　

攪
和　

礬
素
（
化
学
）

光
鐶　

行
星　

星
霧　

重
星
（
天
文
学
）

溢
出　

惰
力　

導
温
（
物
理
学
）

⒝
「
認
定
二
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
二
版
）
に
も
『
文
部
省
・
学
術
用
語
集
』
に
も
な
い
語
）

鉛
簾　

牽
延　

元
基　

食
子　

澱
着　

蓬
素　

力
性　

可
展
性　

気
毒
性　

験
熱
標　

脆
硬
体　

水
素
蔵
酸　

保
燃
元
素　

伝
染
性
有
機
毒　

複
合
元
基
化
学
（
化
学
）

引
星　

環
蝕　

琴
星　

海
狸
星　

穀
女
星　

小
行
星　

天
后
星　

武
女
星　

変
化
星
（
天
文
学
）

運
温　

擠
力　

動
則　

複
動　

寒
温
器　

共
行
動　

独
立
動　

滴
流
動　

動
水
学
（
物
理
学
）

⒜　

＊ 

礬
素 A

lum
inum

 

↓ 

ア
ル
ミ
ニ
ュ
ウ
ム
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＊ 

光
鐶 R

ing 

↓ 

土
星
の
鐶
・
月
の
傘

現
代
語
で
は
〈
光
環
〉、
漢
字
の
制
限
か
ら
〈
鐶
〉
が
〈
環
〉
に
な
っ
た
。 

＊ 

行
星 Planet 

↓ 

惑
星

Ｊ
・
Ｃ
・
ヘ
ボ
ン
は
『
和
英
語
林
集
成
』（
一
八
七
六
）
で
〈
遊
星
〉
と
訳
し
て
い
る
。<planet> 

の
語
源
は
、
ギ
リ
シ
ャ

語
の
〈
さ
ま
よ
う
も
の
〉
の
意
。

＊
星
務 N

ebula 
↓ 

星
雲

＊
重
星
（
複
星
と
も
）D

ouble and M
ultiple Stars 

↓ 

二
重
星

肉
眼
で
は
一
つ
に
見
え
る
が
、
望
遠
鏡
で
は
二
つ
以
上
に
分
離
し
て
見
え
る
星
の
こ
と
。 

＊
惰
力 Inertia 

↓ 

慣
性

⒝　

＊
運
温 C

onvection 

↓ 

対
流　

＊
擠
力 R

epulsion 

↓ 

斥
力

〈
擠
〉
は
〈
押
す
〉
こ
と
、〈
引
く
〉
の
対
。「
擠
力
」
は
〈
引
力
〉(A

ttraction) 

の
対
義
語
で
あ
る
。

＊
可
展
性 M

alleable 

↓ 

展
性

「
可
展̶

性
」
は
〈
打
ち
延
ば
し
の
で
き
る
〉。（〈
展
〉
は
〈
延
ば
す
〉
意
）
現
代
の
英
和
字
典
の
中
に
は
〈
可
鍛
性
〉
と

訳
す
も
の
も
あ
る
。『
文
部
省
・
学
術
用
語
集
』
は <m

alleability> 

に
〈
展
性
〉
を
当
て
て
い
る
。

＊
脆
硬
体 Brittle solid 

↓ 

固
体
・
固
形
物

「
脆
硬
体
」
は
、
現
代
語
で
は
廃
語
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
語
の
訳
語
法
は <brittle> 

に
〈
も
ろ
い
＝
脆
い
〉
を
当
て
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<solid> 

に
〈
硬
体
〉
を
当
て
て
熟
語
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
代
語
（『
文
部
省
・
学
術
用
語
集
』）
で
は
、<solid> 

に
〈
固

体
・
固
体
物
〉
を
当
て
て
い
る
。

明
治
期
の
訳
語
法
、
と
く
に
理
系
の
用
語
は
、
逐
語
訳
を
原
則
と
し
て
い
る
。
こ
の
例
の
よ
う
に <brittle solid> 

の
二
語

の
熟
語
に
対
し
て
、
一
語
ご
と
に
分
解
し
語
基
（
造
語
要
素
）
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
訳
を
当
て
、
そ
れ
を
再
び
組
み
合
わ

せ
て
二
字
熟
語
に
す
る
の
が
基
本
で
あ
る
。

＊ 

水
素
蔵
酸 H

ydrocyanic 

↓ 

シ
ア
ン
化
水
素

〈
シ
ア
ン
〉
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の <cyaan>

（
英 cyan

）
で
、
蘭
学
で
は
音
訳
し
て
用
い
た
。〈
水
素
〉
は
蘭
学
の
用
語
。

＊ 

保
燃
元
素 C

om
bustion 

↓ 
燃
焼

「
保
燃
」
は
、
今
は
〈
燃
焼
〉（『
文
部
省
・
学
術
用
語
集
』）
と
訳
す
が
〈
燃
焼
元
素
〉
は
な
い
。
四
字
熟
語
は　
「
二
字
＋

二
字
」
の
構
成
が
基
本
で
あ
り
、
こ
の
語
も
「
保
燃
＋
元
素
」
で
、
現
代
語
で
は
〈
保
燃
〉　

が
消
滅
し
〈
燃
焼
〉
と
訳
し
替

え
ら
れ
た
。〈
元
素
〉
は
蘭
学
の
用
語
で
あ
る
が
、
明
治
初
期
に
は
、
と
く
に
理
系
で
は
、
蘭
学
の
用
語
が
語
基
と
し
て
活
用

さ
れ
た
。

＊ 

複
合
元
素
化
学 C

hem
istry of com

pound radicals

こ
う
し
た
多
数
の
語
基
を
並
べ
る
複
合
語
は
、
化
学
や
医
学
な
ど
に
多
く
み
ら
れ
る
。
複
雑
な
要
素
か
ら
な
る
物
質
を
一

語
に
一
括
す
る
複
合
語
の
構
造
で
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
ど
ん
な
複
雑
な
組
み
合
わ
せ
の
対
象
物
も
一
語
に
で
き
る
と
い
う

造
語
法
で
あ
る
。
結
局
、
化
学
記
号
（
元
素
記
号
）
を
い
く
つ
も
並
べ
て
表
す
の
と
同
じ
方
法
で
あ
る
。
語
を
一
見
し
て
、

内
容
が
理
解
で
き
る
と
い
う
点
で
合
理
的
で
あ
る
。
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＊ 

穀
女
星 C

eres 

↓ 

ゼ
レ
ス
（
ギ
リ
シ
ャ
神
話
で
豊
年
の
女
神
）

星
の
名
称
は
、
現
代
語
で
は
カ
タ
カ
ナ
語
の
音
訳
が
基
本
で
あ
る
。
明
治
期
は
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
や
ロ
ー
マ
神
話
に
根
ざ

す
意
訳
に
よ
っ
た
。「
化
学
」
の
分
野
に
は
こ
う
し
た
訳
は
み
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
鉱
物
学
で
、
石
の
名
前
な
ど
に
は
、
こ
う

し
た
「
見
立
て
の
命
名
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

＊
寒
温
器 Therm

om
eter 

↓ 

温
度
計

「
此
百
度
寒
温
器
（
セ
ン
チ
グ
レ
ー
ド
）
ト
称
ス
ル
器
ニ
従
ヘ
バ
水
ハ
零
度
ニ
於
テ
氷
リ
百
度
ニ
至
リ
テ
沸
騰
ス
ベ
シ
」

A
ccording to this therm

om
eter, w

hich is called the centigrade, w
ater freezes at 0°, and boils at 100°.

「
寒
温
器
」、
今
は
〈
温
度
計
〉
を
使
う
。〈
寒
暖
計
〉
の
初
出
は
蘭
学
で
あ
る
が
、
蘭
学
時
代
は
〈
験
温
器
〉
が
優
勢
で

あ
っ
た
。〈
体
温
計
〉
は
、
明
治
三
〇
年
代
に
入
ら
な
い
と
み
え
な
い
。
な
お
、
引
用
文
中
の
〈
百
度
寒
温
器
〉
は
、
現
代
で

い
う
〈
セ
氏
温
度
計
〉
の
こ
と
で
あ
る
。

＊ 

共
行
動 C

om
m

on m
otion 

↓ 

共
同
行
動

「
共
行
動
」
は
〈
共
に
働
く
〉〈
一
緒
に
動
く
〉
意
味
。
構
成
は
〈
共
〉＋〈
行
動
〉
で
既
存
語
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ

る
。
三
字
語
は
、
こ
の
よ
う
に
二
字
語
に
前
接
、
あ
る
い
は
後
接
の
語
基
を
伴
う
構
成
に
な
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ
の

多
く
は
既
存
語
・
既
存
語
基
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
た
め
、
は
じ
め
て
み
る
語
で
も
、
容
易
に
理
解
で
き
る
特
色
を
も
っ
て

い
る
。
こ
の
他
に
「
前
進
動
」（〈
前
進
〉＋〈
動
〉）、「
独
立
動
」（〈
独
立
〉＋〈
動
〉）
も
み
え
る
が
、　

同
じ
構
造
に
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
語
は
、
現
代
語
で
は
消
滅
し
て
い
る
が
「<com

m
on>

共
通―

」
と　

統
一
し
て
お
り
、
た
と
え
ば <cm

m
on-

base circuit> 

は
〈
共
通
ベ
ー
ス
回
路
〉
と
な
る
。（『
文
部
省
・
学
術
用
語
集
』）。
こ
れ
に
し
た
が
い
「
共
行
動
」



25 消滅した和製漢語　─造語法の分析─

(<com
m

on m
otion>)

は
「
共
同
行
動
」
と
四
字
語
に
な
る
。

『
百
科
全
書
』
の
七
項
目
を
〈
文
系
〉
と
〈
理
系
〉
に
分
け
、
こ
こ
で
み
ら
れ
る
和
製
漢
語
の
う
ち
、
と
く
に
〈
消
滅
語
〉
の
構
造

を
検
証
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
語
が
ど
う
し
て
消
滅
し
た
の
か
。
そ
こ
か
ら
和
製
漢
語
の
造
語
法
・
訳
語
法
を
導
き
出
す
こ
と
を

試
み
た
。
以
下
に
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
て
お
く
。

四　

ま
と
め

一　

日
本
語
の
基
本
構
造
は
〈
名
詞
＋
動
詞
〉(N

—
V

)

で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る <

SV
O

> （
文
の
基
本
語
順
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
従

わ
な
い
語
は
消
滅
す
る
傾
向
が
強
い
。

例
、
＊
供
給
ス
↓  

須
用
ス
（
漢
文
訓
読
）　

＊
物
語
る
↓ 

伝
話 (V

—
N

)

二　

字
音
形
態
素
で
あ
る
漢
字
が
音
訓
両
用
の
読
み
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
和
製
漢
語
の
基
本
は
、
音
読
（
漢
語
）

し
た
の
ち
、
こ
れ
を
訓
読
（
和
語
）
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
〈
語
基
〉
と
し
て
有
効
な
の
は
〈
音
訓
両
用
漢
字
〉〉

で
あ
る
。
難
解
な
語
、
定
訓
を
も
た
な
い
漢
字
を
語
基
と
し
た
語
は
消
滅
し
や
す
い
。

例
、
＊
回
復
ス
↓ 

鎚
展
ス　

三　

術
語
は
、
多
少
難
解
な
漢
字
（
形
態
素
：
語
基
）
で
あ
っ
も
残
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
術
語
も
現
代
語
で
は
、



時
代
の
要
求
す
る
漢
字
の
制
限
に
よ
っ
て
書
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

 

例
、
＊
激
寒
↓ 

劇
寒　

＊
激
熱
↓ 

劇
熱

四　

個
人
の
用
語
は
定
着
し
に
く
い
。
新
語
が
定
着
す
る
に
は
、
あ
る
種
の
条
件
が
必
要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
〈
洋
字
〉

（
ア
ル
ハ
ベ
ッ
ト
の
こ
と
）「
知
説
」
な
ど
は
、
西
周
の
論
文
に
一
回
だ
け
の
使
用
例
し
か
な
く
消
滅
し
て
い
る
。

例
、
＊
美
文
↓ 

華
文

五　

語
の
競
合
に
よ
る
消
滅
、
急
速
な
新
語
（
和
製
漢
語
）
の
造
成
に
よ
っ
て
、
既
存
語
と
新
語
が
競
合
す
る
現
象
が
起
こ
っ
た
。

た
と
え
ば
〈
抵
抗
〉
と
〈
抗
抵
〉
が
、
明
治
中
期
ま
で
競
合
す
る
が
、
古
く
か
ら
あ
っ
た
〈
抵
抗
〉
が
残
っ
た
。
と
く
に
、

こ
う
し
た
文
字
の
倒
置
に
よ
る
同
意
の
語
の
競
合
現
象
が
目
立
つ
。

例
、
＊
廉
価
（
江
戸
語
）
↓ 
価
廉　

＊
賃
金
（
江
戸
語
）
↓ 

工
銀

＊
肯
定
↓ 

確
説
（
両
語
と
も
近
代
の
新
語
で
あ
る
が
〈
肯
定
〉
が
辞
書
に
登
録
〉）

＊
補
償
（
中
国
製
）
↓ 

償
補
（
和
製
）

六　

語
の
統
一
意
識
が
発
生
す
る
と
、
そ
の
力
が
働
き
書
き
替
え
ら
れ
る
。

例
、
＊
換
語
↓ 

換
喩
（〈
比
喩
〉
に
よ
る
統
一
）

＊
共
同
行
動
↓ 

共
行
動<C

om
m

on m
otion>

。<com
m

on>

を
〈
共
同
〉
と
統
一
し
た
こ
と
に
よ
る
変
更
。

七　

誤
訳
と
共
に
内
容
の
理
解
の
発
展
に
よ
り
訳
し
替
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

例
、
＊
言
語
学<Linguistic>

↓ 

話
学 <Linguistic>

＊
借
金
↓ 

貨
銭 (B

orrow
 m

oney) 

＊
貸
付
金
↓ 

貸
金 <Loan>
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＊
三
段
論
法
↓ 

決
理
法　

＊
起
文
↓ 

小
前
提

＊
市
民
・
国
民
↓ 

興
衆<

C
itizens>

八　

音
訳
へ
の
変
更
、
と
く
に
理
系
の
語
に
顕
著
に
み
え
る
。
蘭
学
・
明
治
初
期
の
洋
学
に
お
け
る
外
国
語
の
取
り
入
れ
は
、
原

則
と
し
て
漢
字
に
訳
す
方
法
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
術
語
で
あ
っ
て
も
難
解
な
語
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
現
代
語

で
は
カ
タ
カ
ナ
書
き
の
音
訳
を
多
く
使
う
。
そ
の
傾
向
が
反
映
し
て
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
が
、
難
解
な
語
、
意
訳
に
よ
る

語
な
ど
は
、
音
訳
に
改
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。 現
代
の
学
術
用
語
集
は
音
訳
が
目
立
つ
。

例
、
＊
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ウ
ム
↓ 

礬
素 <A
lum

inum
>

＊
シ
ア
ン
カ
水
素
↓ 
水
素
蔵
酸 <H

ydrocyanic>

＊
ゼ
レ
ス
↓ 

穀
女
星 <C

eres>

＊
パ
ラ
ス
↓ 

武
女
星 <Pallas>

＊
ジ
ュ
ノ
↓ 

天
后
星 <Jum

o>

座
名
は
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
神
話
に
よ
る
〈
見
立
て
命
名
〉
が
多
く
、
現
代
語
で
は
音
訳
に
移
行
さ
れ
て
い
る
。

本
文
で
指
摘
し
た
用
例
に
関
わ
っ
て
ま
と
め
て
み
た
。
さ
ら
に
、
詳
細
な
議
論
が
必
要
で
あ
る
が
、
ご
指
摘
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。
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〈
注
〉

（
１
）
拙
著
『
近
代
語
の
研
究―

日
本
語
の
造
語
法
・
訳
語
法―

』（
二
〇
〇
四
年
／  

明
治
書
院
、
第
Ⅲ
章
）
参
照
。

（
２
）
＊
原
書 W

. R. C
ham

ber ʼs “ Inform
ation for the People ”

V2, 868, London.

（
高
野
所
蔵
）

＊
訳
書 
文
部
省
編
纂
局
『
百
科
全
書
』
九
二
册
。
一
八
七
三―

（
明
治
六―

同
一
七
年
）（
高
野
所
蔵
）

（
３
）
蘭
学
で
〈
腺
〉
が
造
成
さ
れ
、
語
基
と
し
て
活
用
さ
れ
た
例
が
あ
る
が
〈
扁
桃―

腺
〉
が
、
近
代
の
洋
学
で
は
皆
無
で
あ
る
。

（
な
お
、
本
論
文
の
資
料
は
、〈
注
１
〉
同
書
に
よ
っ
た
）
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